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昨年９月 13 日から本年 1 月３日まで，

OECD において進められている農業環境指標

改訂作業に従事するため，短期コンサルタン

トとしてパリのOECD事務局へ派遣された。

農業環境指標は OECD 事務局が進めている

テーマの一つで，農業と環境の関係をあらゆ

る指標で把握するものであり，現在第３版が

公表されているが，この夏を目途に第４版へ

の改訂が進められている。昨年12月７日から

３日間，パリにおいてメンバー国が集まり指

標について検討する国際会議が開かれ，私は

その会議に向けた資料の作成，および第４版

の公表に向けたデータの更新作業に携わった。

私はとくに農業と環境に関するあらゆるデー

タを各国から次々と送られてくる最新のもの

へ更新し，図表に反映させる作業を任されて

いた。また，各国からはデータとともに農業

環境指標の改訂内容や図表に関するさまざま

なコメントが送付されてくるので，それも一

つずつ資料に反映させなければならない。こ

のようなデータやコメントを反映させる作業

は，コメントの内容を精査し図表と照らし合

わせ，さらには図表の元となったバックデー

タを確認しなければならず，時間のかかる作

業だった。

一方で，作業の中で各国から送られてくる

データや作成した図表から各国の農業や環境

の事情を垣間見ることができるのは楽しいこ

とであった。たとえば，ハンガリーやチェコ

といった東欧諸国は90年代から化学肥料の使

用に対する補助金が大幅に削減され，急激に

その使用量が減少していた。また，オランダ

など環境問題に大きな関心を寄せている国は，

送られてくるデータも詳細かつ豊富であった。

さて，私が籍を置いていた OECD 事務局の

食料・農業・水産局は，加盟国から多くの農

業経済学者が集まるところで，私も彼らの仕

事ぶりを間近に見ることができた。多くのス

タッフは学術的なバックグラウンドをしっか

り持ち，自らの発言や発表論文においても重

い責任感を感じながら仕事を進めている姿が

とても印象に残っている。彼らの研究は直接

的に OECD の施策に反映されるものが多く，

自らの研究が国際的な農業動向に大きな影響

を与えていると自覚し，高い誇りを感じてい

るように思えた。

そして，私もセミナーという形でスタッフ

に自らの研究内容を報告する機会を設けて頂

いた。セミナーではあらゆる角度から貴重な

コメントを頂戴し，研究の問題点を抽出し，

今後の課題を明確にすることができた。この

ような貴重な機会を与えて下さり，貴重な時

間を割いて参加してくれたスタッフには大変

感謝している。

今回の OECD 事務局への派遣に当たり，私

は初めての海外生活をフランス・パリで送る

こととなった。パリでは街中を歩いていても

メトロに乗っていても、お恵みを求めてくる

人が多く，さらには彼らに対してコインをあ

げている人が多いことは私には意外だった。

宗教的な面も大きいのかもしれないが，フラ

ンスは個人主義の国といわれながら、実は相

互扶助の精神も国民に根づいているのだろう

か。日本では「お金を払わなければいけない」，

「払わなくてよい」という状況がはっきりして

いるが，フランスではチップやお恵みなど

「払っても払わなくてもよい」という場面にた

びたび遭遇する。ただ乗りが可能なこのよう

な状況を経済学的な効用理論でどのように説

明できるかなど，余計なことを考えながらパ

リの街中を歩いていると，道端にある犬のふ

んを危うく踏みそうになってしまった。道端

のふんの多さにはただ驚くばかりである。
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